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Q
２
月
６
日
豸
　
午
後
２
時
開
演
（
午
後

１
時
３０
分
開
場
） 

L
八
潮
メ
セ
ナ
ホ
ー
ル 

O
ハ
イ
ラ
ン
ド
賛
歌
組
曲
（
Ｐ
・
ス
パ
ー

ク
）
、
「
レ
・
ミ
ゼ
ラ
ブ
ル
」
よ
り
〜
夢

や
ぶ
れ
て
〜
、
「
キ
ャ
ッ
ツ
」
よ
り
〜
メ

モ
リ
ー
〜
ほ
か
※
特
別
出
演
＝
中
川
み
ど

り
さ
ん
（
ソ
プ
ラ
ノ
） 

P
無
料 

J
文
化
協
会
事
務
局
（
八
幡
公
民
館
内
）

蕁
９９５
・
６
２
１
６ 

  

　
地
域
の
中
へ
第
一
歩
〜
６０
歳
か
ら
の
ラ

イ
フ
デ
ザ
イ
ン
を
描
こ
う
〜 

Q
２
月
６
日
豸
　
午
後
１
時
３０
分
〜
４
時 

L
身
体
障
害
者
福
祉
セ
ン
タ
ー
や
す
ら
ぎ 

N
定
年
退
職
者
や
、
こ
れ
か
ら
退
職
を
す

る
方
な
ど
で
、
地
域
参
加
を
考
え
て
い
る

方
。
男
性
大
歓
迎
。 

O
▼
講
演
会
「
６０
歳
か
ら
の
ラ
イ
フ
デ
ザ

イ
ン
を
描
こ
う
」
※
講
師
＝
長
谷
川
忠
捷

さ
ん
（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
Ｅ
―
Ｏ
Ｊ
Ｉ
Ｓ
Ａ
Ｎ

理
事
）
▼
市
内
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
者

な
ど
と
講
師
と
の
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ

ョ
ン
、
意
見
交
換 

R
５０
人 

P
無
料 

M
１
月
３１
日
ま
で
に
、
窓
口
ま
た
は
電
話

で
社
会
福
祉
協
議
会
（
蕁
９９５
・
３
６
３
６
）

へ 

  

Q
２
月
１２
日
貍
・
１３
日
豸
（
全
２
回
） 

午
前
１０
時
〜
午
後
４
時 

L
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
（
ゆ
ま
に
て
） 

N
次
の
要
件
を
満
た
す
方
①
市
内
在
住
・

在
勤
で
３５
歳
ま
で
の
勤
労
者
②
ワ
ー
ド
、

エ
ク
セ
ル
を
使
え
る
方
※
定
員
に
達
し
な

い
場
合
は
対
象
①
以
外
の
方
も
受
講
可 

O
パ
ワ
ー
ポ
イ
ン
ト
の
基
礎 

R
１０
人
（
申
込
順
） 

P
２
１
０
０
円
（
テ
キ
ス
ト
代
）
※
つ
り

銭
の
な
い
よ
う
に 

M
１
月
１１
日
か
ら
１
月
２５
日
ま
で
に
、
ゆ

ま
に
て（
蕁
９９６
・
０
１
２
３
※
受
付
時
間
＝

休
館
日
を
除
く
午
前
９
時
〜
午
後
５
時
）へ 

  

Q
２
月
９
日
貉
　
午
後
１
時
３０
分
〜
４
時 

L
埼
玉
会
館
大
ホ
ー
ル
（
浦
和
駅
西
口
下

車
徒
歩
６
分
） 

O
講
演
「
阪
神･

淡
路
大
震
災
と
新
潟
県

の
二
つ
の
地
震
」
※
講
師
＝
平
井
邦
彦
さ

ん
（
長
岡
造
形
大
学
名
誉
教
授
）
、
「
災

害
か
ら
生
き
延
び
る
た
め
に
」
※
講
師
＝

田
中
淳
さ
ん
（
東
京
大
学
大
学
院
情
報
学

環
総
合
防
災
情
報
研
究
セ
ン
タ
ー
長
・
教

授
）、防
災
関
連
企
業
・
団
体
の
展
示
ブ
ー

ス
、
地
震
に
関
す
る
展
示
・
説
明
な
ど 

R
１
３
０
０
人
（
当
日
先
着
順
） 

P
無
料 

J
県
消
防
防
災
課
蕁
０４８
・
８３０
・
３
１
７
３ 

  

Q
１
月
２５
日
、
２
月
１
日
・
２２
日
、
３
月

１
日
（
毎
回
火
曜
日
）
　
午
前
１０
時
〜
正

午 L
草
加
保
健
所
大
会
議
室
（
草
加
駅
西
口

下
車
徒
歩
１０
分
） 

N
ひ
き
こ
も
り
問
題
に
悩
む
家
族
の
方 

O
ひ
き
こ
も
り
と
は
？
、
家
族
の
対
応
に

つ
い
て
、
ひ
き
こ
も
り
体
験
談
、
座
談
会

「
家
族
と
し
て
」 

P
無
料 

M
１
月
１７
日
ま
で
に
、
電
話
で
草
加
保
健

所
精
神
保
健
担
当
（
蕁
９２５
・
１
５
５
１
）

へ 
  

Q
１
月
２１
日
貊
　
正
午
〜
午
後
５
時
・
２２

日
貍
　
午
前
１０
時
〜
午
後
３
時
４５
分 

L
浦
和
コ
ル
ソ
７
階
ホ
ー
ル
（
浦
和
駅
西

口
下
車
） 

O
特
別
支
援
学
校
の
作
業
学
習
や
専
門
学

科
で
作
成
し
た
製
品
の
展
示
と
頒
布
。
盲

学
校
専
攻
科
な
ど
の
生
徒
に
よ
る
あ
ん
ま
・

マ
ッ
サ
ー
ジ
実
演
体
験 

J
特
別
支
援
学
校
職
業
教
育
フ
ェ
ア
実
行

委
員
会
事
務
局
（
大
宮
北
特
別
支
援
学
校

内
）
鯨
井
蕁
０４８
・
６２２
・
７
１
１
１ 

        

　
平
成
２３
年
度
（
平
成
２４
年
３
月
３１
日
ま

で
）
に
行
わ
れ
る
選
挙
の
投
票
立
会
人
候

補
者
を
募
集
し
ま
す
。 

N
▼
平
成
２３
年
１
月
１
日
現
在
、
市
内
に

３
カ
月
以
上
居
住
し
て
い
る
２０
歳
か
ら
２９

歳
ま
で
の
方
▼
投
票
日
の
午
前
７
時
か
ら

午
後
８
時
ま
で
の
間
、
各
投
票
区
の
有
権

者
の
代
表
と
し
て
投
票
の
公
正
を
確
保
す

る
た
め
、
投
票
手
続
き
の
す
べ
て
に
立
ち

会
え
る
方 

報
酬
　
１
万
７
５
０
０
円
（
１
回
） 

M
１
月
２８
日
ま
で
に
、
①
氏
名
②
住
所
③

生
年
月
日
④
連
絡
先
電
話
番
号
を
電
話
・

フ
ァ
ッ
ク
ス
・
電
子
メ
ー
ル
（senkan@

 
city.yashio.lg.jp

）
で
、
市
選
挙
管
理
委

員
会
（
蕁
A
２
６
４
）
へ 

  

任
期
　
４
月
１
日
〜
平
成
２５
年
３
月
３１
日

（
２
年
間
） 

N
平
成
２３
年
１
月
１
日
現
在
、
市
内
在
住

で
満
２０
歳
以
上
の
方 

※
た
だ
し
、
市
職
員
（
常
勤
の
職
員
）
、

各
行
政
委
員
会
委
員
、
市
議
会
議
員
お
よ

び
審
議
会
・
懇
談
会
な
ど
の
委
員
を
２
つ

以
上
兼
務
し
て
い
る
方
を
除
く 

O
公
共
下
水
道
の
推
進
を
図
る
た
め
、
下

水
道
に
関
す
る
事
項
に
つ
い
て
審
議 

R
２
人
（
男
女
各
１
人
） 

M
２
月
１０
日
ま
で
に
、
下
水
道
課
で
配
布

す
る
申
込
書
に
必
要
事
項
を
記
入
の
う
え
、

窓
口
ま
た
は
郵
送
で
下
水
道
課
（
蕁
A

２

６
２
）
へ 

定
年
退
職
者
な
ど
の
地
域
参
加
支
援
講
座
 

投
票
立
会
人
 

八
潮
市
下
水
道
事
業
審
議
会
委
員
 

八
潮
市
民
吹
奏
楽
団
定
期
演
奏
会
 

草
加
保
健
所
ひ
き
こ
も
り
家
族
教
室
 

若
年
者
就
業
支
援
パ
ソ
コ
ン
講
座
 

埼
玉
県
地
震
対
策
セ
ミ
ナ
ー
 

特
別
支
援
学
校
職
業
教
育
フ
ェ
ア
 

　市では、平成１６年１０月に｢八潮市空き缶等のポイ捨て及び飼い犬の
ふんの放置の防止に関する条例｣を制定し、市民の皆さん、事業者の皆
さんおよび市が協働して環境美化を推進することにより、清潔できれいな
まちづくりの実現を目指しています。 
　また、町会・自治会、ボランティア団体などの皆さんによる清掃活動によ
り市内が大変きれいになっています。しかし、一方で一部の心無い人によ
るポイ捨てや不法投棄などが後を絶ちません。 
　そこで、より一層の環境美化意識の高揚を図り、日本一ゴミの少ないま
ちを目指して、ポイ捨て防止に関する啓発標語を募集します。 
N市内在住・在勤・在学の方 
M標語を記入した用紙（様式自由）
に住所、氏名、電話番号、年齢を記
入のうえ、２月１０日までに、窓口・郵送・
電子メールで環境リサイクル課へ 
※応募いただいた標語は、選考のう
え広報やしおに掲載します。なお、掲
載は標語のみとし、氏名などは掲載
しません。 
J環境リサイクル課蕁A２３４ 
メールアドレス 
kankyo‐recycle@city.yashio.lg.jp

　
広
報
や
し
お
１２
月
号
の
２
ペ
ー
ジ
に

掲
載
し
た
民
生
委
員
・
児
童
委
員
名
簿

中
、
次
の
方
の
連
絡
先
を
訂
正
し
ま
す
。 

●
小
作
田
西
南
地
区
担
当 

　
古
庄
洋
子
さ
ん 

（
変
更
前
）
蕁
９９６
・
９
５
８
５ 

　
　
　
　
　
　
　
　
←
　 

（
変
更
後
）
蕁
９９５
・
９
５
８
５ 

民
生
委
員
連
絡
先
訂
正 

不用品 
あっせんコーナー 

ゆずります 

ゆずってください 

エレクトーン（無償） 
 
 
ガラス製の温室 
（ベランダ用・５０００円） 
幼児用手押し式自転車
（無償） 

※問題が生じた時は当
事者間で解決していただき、
市は責任を負いかねます。 
MJ商工観光課 
蕁A３３６ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
　本市出身で八潮高校ＯＢの田立健
太さんが、中国の広州で１１月に開か
れたアジア大会ボート競技の男子軽
量級ダブルスカルに出場し３位となり、
銅メダルを獲得しました。 
●ボート競技を始めたきっかけは？ 
　中学まではサッカーをしていました。
高校に入りもっと体を鍛えたいと思い
ボート部に入部しましたが、初めはなか
なか良い成績を残せませんでした。負
けた悔しさからボート競技に集中し、高
校３年生のときにインターハイで上位に
入ることができました。 

●今後の目標は？ 
　今回のアジア大会での３位という成
績に満足はしていません。しかし、結
果は受け入れなければなりません。また、
当初掲げていた目標をクリアできたこと
もあれば、そうでないことも多 あ々りました。
それら全てを整理してから、ロンドンオ
リンピックの出場権がかかっている来
年の世界選手権で、ロンドンの切符を
獲得します。 
●市民の皆さんへひと言 
　大学を卒業し社会人になって５年目
ですが、昨年日本代表になる前の３年
間は、思うような結果を残せない時期
がありました。そんなとき、高校時代に
練習をした中川を見に来ては鋭気を
養い、また挫折した時に支えてくれた
のは、地元の友達であり家族でした。 
　これからも、日本代表である以前に
八潮代表であることを忘れずに、八潮
市出身であることに誇りを持って練習
に励んでいきますので、応援をよろしく
お願いします。 

田立　健太さん 

アジア大会で銅メダルを獲得！ 
た　だち　　　けん　た 


